
2 宮竹野際遺跡と長上郡家

(1)はじめに

浜松市束区宮竹町に所在する宮竹野際遺跡では、 2011年までに 6次にわたる発掘調杏が尖施され、

奈良時代から平安時代にいたる古代の辿構、逍物が比較的他磁に確認されている。今回尖施した 6

次調査では、自然流路SD06(SROl 卜.位陪を含む）から、息内土器や陶硯、水旅iなど古代の文字関

辿遁物が悲店に出上した。これら文字関連脊料は、 一般択落で出上することが稀であり、地方にお

いては国府や郡家といった宜術関連追跡で集中的に出土する傾向が強いことが知られている（山中

1994、静岡県教委2003、静岡県考占学会2006)。宮竹野際遺跡における官術的様相は、既に 2次湖

杏の成果によっても指摘されていたが（太田 1994)、5次調査および、この度の6次調在で確認した

自然流路からの出七品によって、その特徴はより一肘鮮明になった。さらに今Iulの調査では、文字

l¾l連辿物のほかに製塩＋器が 32 点分確忽できたことも特筆できる。 後述するように、遠江の製塩

t器出土地は郡家l関連辿跡に集1.1する傾向があり、製塩土器の大益IIitは、‘り遺跡に官術的様相を

見出す視点の一つに加えてよいだろう。

本稿では、宮竹野際追跡の官術的様相を熟理したヒで、当遺跡とその固囲に展開する木船廃寺、

人ー・蒲村束辿跡、森西辿跡、越前辿跡、山の神逍跡を一括して「永I]]追跡群」と総称し、この追跡群

の内容と、ヽI1地に想定できる古代の長[El(長上）郡家との関連性にふれてみたい。なお、長W郡は、

樗狂l本叫の記載によって、和銅 2年 (709)に長上郡と長ド郡に分割されたことが知られる。分

割後の当地は長上郡に屈していた。このことから、本稿では特に断りがない限り、この地に想定で

きる郡名として「長ヒ」という呼称を）廿いる

(2)官術的様相を示す出:li造物

宮竹野際追跡における官術的様相は、過去の調在でも断片的に指摘されてきた。まずは、既往の

調介と今回の 6次調査で出上した官術的様相を示す追物についてその特徴を確認し、当逍跡の具体

像に迫りたい。

2次調査出土追物 ］993年に実施された宮竹野際迫跡2次調究 （浜文協 1994)では、規格性が

ある掘立柱建物群や陶鳥を含む祭祀土坑が確認され、円面硯や布目瓦小片、馬歯などが出土した。

円面硯は掘立柱建物 (SI-108) を構成する杜穴 (SPI5)から出上したもので、方形のスカシ孔をも

つ脚部の破片とみられる。布 H瓦は包含9沿からの出土品が 2 点分報告されている 。 いずれも ‘I;•瓦と

みられ、胎土や焼成などの特徴から木船廃寺とのI具j連が指摘されている。また、祭祀士坑 (SXOI) 

から出十．した陶馬は、当地方に多い類例と比べると小振りであり、形態的には都城型の土馬と似て

いる。これら官術的な性格をもつ出十辿物が認められたことを受け、報告占中において長七郡家と

のI関連が指摘された（太田 1994)。

5次調査出土遺物 宮竹野際遺跡5次調査区は今回の対象地の南側にあたり、低位面に広がる水

田を確認した （行争文研2006)。調介区の北東隅で検出された流路SROIを1|r心に有術関連の辿物群
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がまとまって出ナしている なお、5次調査における SROlは、 今回の調杏で確認した自然流路

SRO!の上｝習部分と同一の追構と捉えられる↓

5次調企では、占代の忍害 ・刻昔七器が合計25点出土した。そのl人］訳は、墨掛須恵器 18点、亥lj

l;：須恵器2点、黒古）火釉陶器4点、糾贔： L師器 1点である。文字が判読できる提賞」．器はいずれも

一人」、「中」、「生」など一文字を記したものか記号が害かれたものである。いっぽう 、亥lj；見L器に

，ま、底部内面に 「大夫」と刻まれた須恵器箱林が知られる。この刻忠土器をもって・.J1逍跡と大大と

のかかわりを示すと解釈することには•I共重にならざるを得ないが、 一文字のみを記す黒害土器と比

較して官人世界との深い結びつき示す文字資料と評価することは許されよう＾5次調査ではこの他、

円血硯4点、風字硯 1点、 AiU此 8点等が出土しており、 、再竹野際迫跡が古代官術瀾連の追跡であ

ることをさらに具休的に示すものとなった （大野 2006)。

5次調査では、古代の布r-1瓦の破片が8点出十．していることも注Hできる。この瓦は永山追跡群

の巾心部に近い木船廃寺との関連を考曲してよい。辿江では官術的様相をもつ逍跡であっても瓦が

出上することは稀である。窮竹野際辿跡で比較的まとまった数の瓦片が確 伊場遺跡群

認できることは、何らかの瓦鉦き建物 （註 l)が逍跡内にあった可能性を

ぷ唆するものといえる。

6次調査出土追物 今回実施した 6次調究では、報告にボしたように

56点にのぽる占代の坐苦十器のほか、円面硯4点、風字硯 l点、水滴 1点

といった骰富な古代文字関連賓料が自然流路SD06(SRO!上肘を含も）か

らIL,IJ:.した。宜竹野際迫跡において出土が確認できた陶硯の数は合計 12

•’·li．を数えるまでになった。 そのI}、]訳は 、 Fj面硯 10 、点、風字硯 2 点である 。

こうした宮竹野際辿跡における陶硯の集中は近隣の官術造跡と比べても遜

色ない内容をもち、当追跡の実態解明にかかわる大きな鍵を握っている

関根2012)。

専用硯と転用硯 ここで、I凡遠江における硯の出土傾向を東紅理しておき

だい。敷智郡家の想定地である伊場迫跡群では比較的調査が進んでいるも

のの、陶硯の出上数は 10点にとどまる。 また、引佐郡家関連施設とみら

れる J I•通追跡では 17 点の陶硯が出七しており、消!t地として西遠江では

衣多の出上数を誇る。さらに、用 （郷）に附属する施設が想定できる笠井

逍跡群（笠井希林辿跡、社「l迅跡）（註 2)では、6点の陶硯が出七してい

る

いっぽう 、須恵器坪蓋などを硯として使用した転）TI硯の数に注目すると、

伊場逍跡群で 174、tば、井通追跡 112点、宮竹野際追跡 15点、笠井遺跡群〇

，点と、出七数に著しい遥いがある。転用硯の認定には調査担当者の認識に

委ねられる部分が大きいが、ある程度、出上凪の傾向を示すと解釈するこ

とは許されよう e 上述の数値を用い、専用硯である陶硯と転月li視の比率を

比較しておく (Fig.80)。陶硯を 1とした場合の転片l硯の比率を小すと、伊

筍5i伐 後 論

95% 

井通遺跡
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宮竹野際遺跡

44% 

笠井遺跡

100% 

Fig.80 各追跡硯比較
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2 ‘:3竹野際遺粉と長卜郡家

楊追跡群が I: 17.4、井通追跡が、 I: 6.6、宮竹野際遺跡が I: 1.25、笠井遺跡群が I: 0である。伊

場迫跡群では専用硯の 10倍以上の数の転用硯が用いられていることに対し、宮竹野際遺跡では専

用硯と転用硯との比率が拮抗している。6点の専用硯が出七した笠井辿跡群にいたっては、転用硯

が見出されておらず、文字を記す道具として専用硯が選択的にJTjいられていた可能性が指摘できる。

このように、陶硯の出土数は官術関連追跡の中でも偏差があり 、郡家の範囲内においても各施設の

おかれた性格が陶硯使用の多少を決定付けていた可能性が指摘できよう（註3)。上述の各遺跡の

性格をふまえると、郡家の中枢施設から離れるに従い転用硯の比率が減少し、諄用硯の割合が麻＜

なる傾向を認めてよい。実務的な道具としては転用硯が用いられることに対して、．専用硯には 「文

字を使月lする」ことに対する象徴的な意義が付されていた可能性がある。

「北家」 墨書土器 6次調査で出土した姐也土器は、5次調査での出七品と比べて追存状態が良好

なものが多く 、2字以上が記されたものも目立つ。とくに「北家」と記されるものがその可能性を

含むものを含めて 13点確認できることは、宮竹野際追跡にあった施設の性格を考えるヒでも重要

である (Fig.SI)。

長上郡家の中枢部に近いと想定されている木船廃寺や大蒲町村東遺跡は宮竹野際辿跡の南に約

1kmの至近距離にある。宮竹野際遺跡の出土追物に認められる官術的様相を考磁すると、当該地ま

で郡家の関連施設がおよんでいたと捉えるのが自然である。すなわち、宮竹野際遺跡で検出された

掘立柱建物は長上郡家を構成する施設の一つで、郡庁など郡家の中枢地が想定できる南部域に対し

て、古代には「北家」と呼ばれていたとみてよいだろう。「北家」規書土器は、遠江V-3期以降の

ものであることも重要である。出土遺物の年代観が示すとおり 、宮竹野際追跡においては 8世紀中

葉から 9世紀前葉頃に郡家関連施設が蔽も整い、その地が新たに 「北家」として整備された可能性

が指摘できる（註4)。

製塩土器 宮竹野際遺跡6次調査の出土品のうち、官術的様相を示す追物として製塩土器にも注
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祁5,;i 後；a

1· 1 したい。辿江では上器製塩が行われず 、 製塩上器は [,111 形塩の容器として生産地である三河切沿ii~；

部から搬人されたものとみられる（森 1997) その出上地は、伊場遺跡群や井通逍跡など窮術遺跡

に集中する傾向が強い（鈴木敏2010)。宮竹野際辿跡における製塩七器の集中も、この地で食 Lドに

りほされた‘ii人の存在を示すものと評価してよいだろう 今同出 1：が確認できた製塩t器は、いずれ

も直径7~ 10cm程疫の小利品で、形態や胎 1この特徴から、渥災半島で製作されたものと捉えられ

る また、／l',士した崚塩上岱はいずれも口緑を中心とした杯部の破片のみで、枠状の脚部は全く確

品できない。宮竹野1祭追跡で廃発された製塩，：器は、 1ヽ1地に持ち込まれた時点で林部だけにされて

、ヽたとみられ、脚部は別の地域で取り外されていたと名えられる こうした特徴は、伊場辿跡群内

の島居松辿跡で確，，g. された状況と酷似してお り（鈴木 •2009) 、両者とも類似 した塩の生殺、供給

体制の影押 l‘・にあったと解釈できる

製塩十→器が河川内に集中する宮竹野際遺跡や島届松追跡の様相から判断すると、同形塩が — :． iuJか

ら‘11地に巡搬されたのは、辿ヽ）廿灘を介した水 I・・交通路を経由してのことであったとみられる 後述

するように、製塩 K器が大贔に出上した自然河川 SD06（宮）t戸川）は、 ド流で芳川、馬込川、遠州

消と繋がり、 大局的には島），叶松迎跡と 1IIl じ水系に 1,討している。 1)l•J•)）J追跡群における、島居松追跡と圃

様、宮竹野際遺跡も郡家内の物行の仏散地として機能していた可能性が指摘できよう 。

獣脚付壷 宮竹野際辿跡6次調杏の出上品には、隙脚付9面の脚部（いわゆる獣足）が含まれる，1¥

も留慈される。歌脚付壷もfii討関連の追跡から梃中的に出土する匝向が必められ (IMJ根 2012)、3i

i且跡の性格を表す辿物として，，•f価できよう 。
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Fig.82 西遠ir．における製塩 t器の分布
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2 宮竹野際辿跡と1<I・．郡家

(3)宮竹野際造跡における遺構群の詳細

宮竹野際追跡で確訟できる占代の追構を通買し、古代宮術関連施設の詳細と周囲の娯観について

まとめておく 。

掘立柱建物 宮竹野際辿跡で検出された中心的な追梢として掘立柱建物がある。今回実施した 6

次調査では 1棟 (SHOI)が検出できたにすぎないが、 1次および2次調査では、比較的まとまった

数の掘立柱建物が確認されている。これら掘立柱建物は、 2x2間、 2X3間、 2X41川、 3x3間といっ

た比較的小型のもので、建物の方位は白然流路（宮井戸川）の方角に規制されている。こうした建

物群のあり方は、伊場迅跡において検出された建物群と良く似ている。

宮竹野際辿跡の掘立柱建物群は、方形を意識した柱穴を備える点に特徴がある。古代における一

宮竹野際追跡
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般集落の典型例として、浜松IIi束区‘I'．I廿山に所任するド滝迎跡群の掘立柱建物 （鈴木・ 1999)を比

較対象にすると、杜穴形態の箆巽が明確である (Fig.83)。下滝追跡群では 190例にのぼる掘立柱建

物が検出されているが、ほとんどの柱穴形状は円形であり 、方形の柱穴をもつ建物はごく少数例に

留まる。いっぽう、宮竹野際辿跡で確認された掘立柱建物の柱穴は、不整形のものも含むが、双本

的には方形を意識したものとみてよいだろう。‘11追跡の掘立柱建物は、一般的な択浴の建物とは異

なり 、官術的な建物の約末ポを踏襲していると捉えられるだろう

窮竹野際辿跡における建物群は、掘立杵建物のみで構成される点も見逃せない。当追跡では、 7

世紀代には竪穴建物 (2次調査SB701)が確認できるものの、8世紀以降には確‘火な堅穴建物は確認

できない。竪穴建物が姿を泊し、その後、掘立柱建物のみで構成される建物群が出現することをふ

まえると、当追跡では、官術凋連の施設を整伽するにあたり、先行する一般的な居住域を改変した

"［能性が指摘できる。

祭祀遺構

（丸杉 2004)。

占代の祭祀の痕跡は宮竹野際辿跡の各所で確認できる。2次調査で確認された SXOIか

らは都城刑の土馬と形態的に似た陶馬が出 1-しており、何らかの祭祀に用いた迎構とみてよい。ま

た、 5次調査で確認された水IJIでは、畦畔上で士器を用いた祭祀が行われている。さらに、 6次調査

で確認した自然河川 SR06では、桃核が梨中して出J.:.しており、桃の実や種を川いた祭祀が実施さ

れたとみられる。

このように宮竹野際遺跡では、古代の祭祀の痕跡が比較的明確に認識できる，こうした追構に加
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2 宮竹野際追跡と長J.:.郡家

えて、断片的に出 tしている十馬 ・陶馬や馬歯 ・馬骨などの馬にかかわる祭祀造物、各種の手づく

ね士器の存在は、官術関連施設で執り行われた大小の祭祀の実態を伝えている。

条里型水田 宮竹野際迅跡の 5次調査では自然流路とその外側に広がる低位面を確認し、古代の

水田が営まれていたことが判明した。この水田の畦畔が設定される方向は南北方位から半時計回り

に約 8度両に振れている。この方角は、近接する河川の流れとは無関係で、天竜）1|平野にみられる

古代条里の区画（矢田 1994)を踏襲している。河川の流れに影郭を受けず、計画的な土地区画の

理念が貰徹されていると評価できよう 。5次調杏で確認された条里型水1:E迫構には幅 I.Smほどの大

畦畔 SKOi・02が伴っている。この大畦畔は坪界線にあたる可能性が指摘されており（静文研2006、

pp.60-61)、古代の地割を分析する上での基準線のひとつとして注目できる。

SD06と宮井戸川 宮竹野際造跡 6次調査で確認された自然流路 SD06は、古代以前に成立起源

が遡るllli1i［道 SROlとともに辿跡の東端を区切り、南に向かって流れている。この古代河川は地籍

図にも名残がうかがえ (Fig.87)、 F流域の山の神遥跡、大湘町村束造跡で確認された自然流路と

も繋がる盆然性が高い。現在、この河道は宮井戸）l|としてその名を留めており 、その流れも古代と

大きく変わらないとみられる。以下、宮竹野際追跡の東端を流れ、永田追跡群を貫く自然流路とし

て宮井戸川という名称を川いたい。この河J11は後述するように、永田追跡群に展開する長上郡家の

諸施設を有機的に結びつける役目を果たしている。

(4)永田l遺跡群とその周辺迫跡の構造

永田追跡群とは、浜松市東区和田町から）ゞ蒲町、宮竹町を中心に展開している木船廃寺、大蒲町

村束遺跡、森西遺跡、越前辿跡、山の神追跡、宮竹野際追跡を包括する地域概念である。その範囲

は、東西 1.2km、南北 1.3kmほどである。和田町の中心集落は「水田」と呼ばれ、近枇以前には「長

Ill」と表記されることもあった。「長田」は古代遠江国の郡名に通じることが不唆しているように、

長田（分割後は長上）郡の中心部は現在の和田町にあったと捉えられる。

永1:1:1追跡群に長上郡家を想定する考古学的証拠として古くから注目されていたのは、白狐様式の

軒丸瓦を出土した木船廃寺である。木船廃寺は 2010年の発掘調査によって古代瓦の賓科が充実し、

白鳳期の創建以降、奈良時代から平安時代前半に全るまで補修を加えられながら維持され綾けてい

たことが判明している。このほか、周辺の大蒲町村束逍跡や越前迫跡、森西辿跡においても官術的

様相が認められる追物が出七しており 、長上郡家をこの地に想定する根拠が揃いつつある。

また、永田迫跡群の南側に位憐する浜松市南区飯田町から渡瀬町一ヽ：府にも、山寺野辿跡や上組遣

跡など、占代の造跡が知られている。現在、これらの追跡と永田遺跡群とは東洵迫本線や東・海道新

幹線によって隔てられているが、近接する位侶関係から、飯山地区の辿跡も永田追跡群と密接にか

かわるものとみてよい。さらに古代東海道についても 、永田遺跡群の南側に推定する所見があり 、

飯田地区における占代の様相は無視できない。以下、永DJ迫跡群とその周辺遺跡の様相について概

要を示しておこう 。

木船廃寺 木船廃寺は 1954年に実施された区画整理事業によって古代瓦が出土したことで知ら

れるようになった古代寺院で、2010年の発掘調在によって、その正確な粒岡が判明した（浜文振
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201 la)。伽藍配骰などは不明であるが、瓦が集中的に出土する範囲から判断して、寺域は南北 120

m以上の規模があったとみられる。

木船廃寺には、比較的多くの種類の古代瓦が確認されている

期の山田寺式、 JII原寺式の各型式に加え、奈良時代には在地系の籠圏文縁蓮華文庫千丸瓦や都城系の

単弁蓮華文軒丸瓦が用いられている。軒平瓦には、創建期の三貨弧文軒平瓦のほかに、平城宮系統

16663型式）

基式）

第51;1

差を示すものとみてよい。

木船廃寺の創建時期は、軒瓦の年代観から白鳳期でも比較的新しい時期と考えられる

後 論

（鈴木ー2011)。軒丸瓦には、創建

の唐草文軒平瓦、遠江国分寺式のS字唐草文軒平瓦が知られる。丸瓦には無段式（行

と有段式（玉縁式）が、平瓦には桶巻作りと一枚作りの双方が認められ、それぞれ製作時期

（平野

1990)。瓦の特徴や追跡の立地瑛税を考慮すると、木船廃寺は後の長上郡の郡司思を担う勢力が地

域秩序の精神的な核とすべく、 7世紀末から 8世紀の初頭頃に創建した私寺とみてよいだろう 。長

田評家の機能や諸施設が充実した時期に評家域の一角に造営されたもので、郡術 （郡家）隣接寺院

＼山中2005、櫻井 1987)の典型例といえる。木船廃寺では明確な建物辿構が確認できないことから、

木船廃寺 大宝院廃寺 遠江国分寺
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2 官竹野際迎跡と長 1-．郡家

じ常伽益を備えた大寺院とはいいがたい3 しかし、古代瓦の分布域は比較的広く、時期差が顕著

であることから、 一定の寺域をもち本格的な常字が建ち柏んでいたと想定できる。水船廃寺の建

物は、奈良時代を通じて在来系の車千丸凡や、都城系の軒平瓦、 ・遠江同分寺の軒‘Iと比がもたらされ、

補修が繰り返されている。長卜．郡の郡司｝料が1玉1分寺造餅に参画していた経綽がうかがえるととも

に、供給された瓦は中央もしくは同司勢力との関連が強いことから、木船廃寺は定額寺としての

寺格を得ていた可能性も指摘できる。

大蒲町村東遺跡 大蒲町村東追跡は本船廃寺の西に接する追跡で、 2004年に発掘調脊が実施され、

その詳細が初めて判fl):jした（浜文協2004)。調査では宮井戸）IIにあたる自然流路を検出し、その堆

梢上中から木簡 4点のほか、容器、木脱、機織具や、斎串、人形、馬）fク、）ij・形などの祭祀具を含

む木製品約400点が出七した。出土した木fiりには、8世紀前菜の大税出裕の迎月］状況を示すもの (I

号木節）や駅起稲（駅の運滋財源）の使用にかかわる可能性があるもの (2号木柚）が含まれ （渡

沿ほか2008、pp.48-49)、調在地の近隣に長上郡家の中枢部があることが判明した。

人i術村束逍跡から比較的豊富に出土 した機織具も郡家の存在を考究する 1：で行過できない辿物

である。占代の調や庸として求められた布は、寸法や品質が1蔽格に定められていたと考えられて

いる 。 伊場追跡群（敷押郡家）から出十．した機織貝を分析した 1句坂鋼二は 、 調I~［布を郡家や有力

盟民のもとに備えた高規格の機織見を川いて専業性の高い織手が牛産したものと想定し、一般牒

民は自己に課せられた織布に必要な絹糸や麻糸を持ち込み l．．貨にf11りする対価物を関IJえて成果物を

受け取っていたと捉えた（向坂 1985)。伺様の視，1¥を敷術するならば、大蒲利東辿跡から出土した

機織具も、長上郡家でfJわれた調1,Ii布生産にかかわる追物と評価してよいだろう（鈴木敏2004)。

森西遺跡 森西追跡は木船廃寺の束測に接する追跡で、 2004年から 2005年にかけて発掘調奔が

行われた（浜文協2005)。古代の追構は明確でないが、包含1晋巾から比較的悶富に追物が出土した。

注 Hできる出上品として、円面硯2点、須恵器坪盗転）廿硯 l点、坐害七器5点、緑釉陶器2点、

製塩七器脚部2点、布目瓦3点があげられる。いずれも宜術との関連が指摘できるものである。

森西遺跡にも、長上郡家に関連する施設が広がっていた可能性は高いとみられようぐ緑釉陶器が

みられることから、その中心的な時期は平安時代まで降るとみてよい。

越前遺跡 越前辿跡は木船廃寺の北側に接しており 、In米から両名は一辿の追跡と捉えられて

いる（静岡県教委2003)。追跡認定の発端となった採集品の中に陶馬があり、古代官術に関連する

辿跡の可能性が古くから指摘されていた.,1981年には発掘調介が尖施され、奈良時代の辿構・遣物
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を確認した（浜松Ili追跡調査会 1982)。この調査では、建物跡こそ検出

できなかったものの、奈良時代前葉頃の陪文を施した赤彩十．器が 10点

以上含まれる祭祀土坑 (P5) が検出され、包含IMからはAiH瓦 3点が

出上した。

山の神遺跡 山の神追跡は、木船廃寺から北西に 700mほど離れた位

四にあり 、ri:,;竹野際遺跡とは埋没河川（宮井戸川）を挟んで1向に接す

0 I 4 IOcm る。現在までに 6次にわたる発掘調査が行われ、弥生時代後期と鎌倉
~，~ 

Fig.86 「長田」図苦lll茶碗 時代の 2時期に追跡の中心があることが判明している （浜文協2000)。



第5収後論

1 次調査の出土品の中には、 「長田」の贔—：じがある山茶碗 (Fig.86) が知られており、古代の郡名

「l交FE1」はq,Ill：にも引き継がれていたことが分かる。山の神辿跡においても、奈良時代から平安時

代にかけての追構 ・追物が確尖に認められる。 とくに、 1995年に実施された 3次調杏 （社伶文研

1997)では古代の自然流路 (SD303)が検出され、まとまった品の追物が出～[-_している点で注llで

きる。この河川跡では未使用状態の甕を破砕した状態が確認でき、沿杏＿十器 1,r!、'，や斎串 l点のほか

大悶の小型十器も共伴している。斗1該調査地における地形の状態や地紐図からうかがえるIH河迫の

位岡から、この自然流路 (SD303) は、宮竹野際辿跡6次調杏で確認された SD06(SROIを含む）

と繋がる宮井戸川である可能性が邸い。この他、山の神追跡 1次調査では、占代の井戸 (SE6I)

が検出されており、布ll瓦 l点が出tしている。

上組遺跡 上組辿跡は木船廃寺から1¥iI’りに 1.3kmほど離れた位阻にある。永lH辿跡群からは外れ

るが、近接する古代の辿跡として紹介しておきたい。この追跡では 2010年に発掘調査が実施され、

古代の追物がまとまって出土した（浜文振201lb)。この調在で出土した陶馬は、全長 19cmの市I}、J

飯大級のものであることに加え、尾が下がる形態的特徴から、奈良時代 1~1j葉の所姫と考えられる。

一般楳落の出土品としては特異であり 、長上郡家とのかかわ りの中で人手、使）「Jされたものと想定

できるだろう 。

山寺野遺跡 山寺野追跡は、木船廃寺から南に 800mほど離れた位岡にある。1999年に発掘調壺

され（浜文協 2000) 、 古代の士器や陶馬が出上した。 この造跡では調査地、'•\［の他でも 、 奈良時代の

須恵器や七師器を』a而採集することができる。調杏が部分的であるため不明瞭であるが、山ミ＇［野辿

跡に古代の辿構が埋没している可能性は極めて裔い。

(5)長上郡家と古代の屎観

艮上郡家と密接にかかわる郡内の郷（里）や古代東海迫および水上交通路などの様相に触れ、山

代長上郡とその周辺の漿観の復元を試みておきたい。

郷との関係 長上郡の郷星名としては、 「倭名類炭抄』の記載によって、茅原 （チハラ）、碧海

（アヲウミ）、長田、測辺（カハヘ）、矧沼（ヒキヌマ）、壱志（イチシ）がみえる（晩沼、壱志は

大急記念文/iii本にのみ記載、残りの郷里名は、高山守本、名占屈市立博物館本、大急記念文庫本に

記載）。いずれもその比定地には諸説あるが（静岡肌 1994、pp.1142-1143)、概ね Fig.91に示すよう

な位閤楔l係が想定できる。

出上した占代文守賽料には、これら郷里名を直接的に小すものは知られない。ただし、長1且郷に

ついてはここまでの記辿でホした諾様柑が示すように、永l且燐跡群を相当させるのが穏当であろう 。

この他の郷里名と比定地を結びつける根拠は薄い。また、官術的様相がみられる笠井追跡群につい

ては、所属する郡名、郷の中枢における文字使Irlの評価など、今後の検討課題が多い。 ＾、·1•井追跡群

では文字関連迎物が比較的！型窟に出士しているので、骰料の増加を待っで1打直に議論を甫ねる必要

がある。

古代条里と東海道 天竜Ill平野における古代東海迫の位盟については、考古学的証拠が全く無く、

歴史地理学的手法によって推定するしかない。地籍図からうかがえる天竜川平野の条用は、南北軸
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2 宮竹野際逍跡と長七郡家
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第5，芍後心

から反時計方向に 8度ほど傾いており、浜松市東区天上町や南区飯田町にもその名残とみられる地

割が知られている。また、飯田町には 「一ノ坪」「ニノ坪」 「三ノ坪」といった条旦坪付にかかわる

字名が伝わり、坪付の境界があったことが知られる (Fig.87)。その地は現在の浜松市立東部中学

校付近であり、条理地割の名残は現代にも引き継がれている。

古代条里は、宮竹野際辿跡 5次調査で確認された水田畦畔にもうかがえる。先述のとおり、自然

河川の流路に規制されない計両的な地割理念が貰かれている。近接する掘立柱建物群が自然流路

（宮井戸川）の方向と関連性が高いことと比べると、水田などの土地の区画と建物の方位の選択は、

別の次元であることが鮮明である。

敷特郡家である伊場辿跡群やその近辺に想定できる粟原駅家と、遠江国府の椎定地である舒田市

御殿二之宮追跡を上述の条里方向に沿って直線的に結ぶと Fig.90に示す俯慨に、条里の悦界線が

想定できる。この橙界線は先述の条里坪付関連の字名とも関連をもち、天造）1|平野の地割りの基準

線として意識されていたことを示している。暫定的ながら、このぢ砂界線を占代東海道の想定位阻と

して捉えておきたい（太田 2001)。推定する古代東海道と水F8遺跡群とは最短で2kmほど離れてい

るが、幹線道路の北側に立地する永山迫跡群の位箇は、古代官道と郡家の空間配四としても矛盾は

ない。

芳川と宮井戸川 111i近代においては、道路を利用した陸上交通とともに、河川を利川した水上交

通が果たした役割は少なくない。氷田追跡群の立地環境を考えるにあたっては、この地を南北に貰

＜芳川とその支流である宮井戸川の流路が重要であろう。これら河川は、現在、度凪なる改修を受

けて大きく変化しているが、地藉図の判読によってその位憐がほぽ確定できる。芳｝l［は下流におい

て、かつて小天竜と呼ばれた馬込JIIと合流しており、広義での天竜川の支流の一つに数えることが

できる。芳川と馬込）IIが合流し遥州灘に注ぐ地は水上交通の結節点であり 、巾tせには 「白羽湊」と

呼ばれた港湾施設が整えられている。この地から西方に潮上すれば敷符郡家である伊場追跡群に、

東方にi朔れば長上郡家である永田迎跡群に辿りつく好地にあたる。芳川は古代東海道と確実に交わ

る地点があり、その地は長上郡家とも繋がる物賓保散地として機能していた可能性がある。

宮井戸川は、現在の JR東湘道本線芳川橋付近から芳JIIと分岐し、大きく蛇行しながら永田辿跡

群を貫いている。先に紹介した古代の追跡はすべて宮井戸）IIとその支流に沿って分布しており、逍

跡群を束ねる幹の役割を果たしている。岩竹野際追跡に郡家の関連施設が岡かれたのも、臼井戸川

の水運があるからこそにほかならない。長上郡家の郡庁は不明確ながら、木船廃寺や大蒲町村東逍

跡の近辺にあるとみてよい。推定できる郡庁の位骰から宮竹野際迎跡までは、直線距離にしておよ

そ 1kmである。この程度の距離であれば頗繁に往米が可能であり、郡家と関連施設が展開する範

囲としても充分に想定できる範略である。事実、隣接する伊場遺跡群では、自然流路である伊楊大

溝を中心に束西 1.5kn]にわたり官術関連の施設が想定されている。伊場造跡群における伊場大溝と

水田迫跡群における宮井戸川は、互いに郡家内の施設を繋ぎとめる役割を果たしていたとみてよい

だろう 。 さらに、両河川は下流域で合流し遠』）•li灘に至る事実は、遠隔地交易にかんして敷智郡と長

上郡が連携をとっていた可能性を示唆している。

Ill 



2 宮竹阻］・.|祭追跡とlkI；郡家

(6)結語

ここまでの検討を通じて、宮竹野際追跡には当時「北家」と呼ばれた長ヒ郡家の関連施設があっ

たことを指摘し、永用追跡群1村に想定できる長士郡家の構造、郷とその周辺の禁観について整輝し

た。長し郡家の中枢は、木簡が出十した）＜蒲町村束追跡の近辺と捉えるのが妥‘りと名えられ、近隣

地には郡家隣接寺院である木船廃寺がある。この地は近IIt集落「永田」の範囲とも重なり 、継続的

に在地のIド心地として機能していた地域といえる。地籍岡からうかがえる地割や本船廃寺で想定で

きる軸線は、天遣川平野で広域に確認できる条弔地割りとは異なり 、自然地形に合わせた伝統的な

ト地区両が踏襲されているし律令体制の成立以前から続く在地有力者の本貰地として矛盾ない4寺徴

を打しているだろう。

いっぽう 、宮竹野際遺跡では、81lt紀 l忙衆以陥に急速に施設が整えられた状況がうかがえる。当

地に想定できる長 卜郡家関辿施設は、それまでの併l発が別背でない新興地に建設されたものであり、

その中心的な時期は古代でも比較的新しい時期、奈良時代後」わから平安時代前菜にあたるc 郡家の

所在地か郡域の南恨llに偏っている長-r．郡の地理的要因に対処するため、北ガに新たに郡家の関連施
設を整備した可能性が指摘できるだろう。その施設の性格究明は、初期荘園とのかかわりも視野に

入れながら、郡家中枢域の調査、分析と共に今後進めるべき諜題である J

宮竹野院逍跡に想定できる「北家」とよばれた郡家関連施設と郡庁などの郡家中枢とは、宮井戸

川の水運を媒介に結ばれていた。自然河川を基軸に郡家施設が展開する構造は、伊場大溝が貰く敷

智郡家でも共通しており、馬込川 ・芳川水系（小天竜水系）に展開した古代地ガ行政施設として共

通した機能、餓観が指摘できる

宮竹野際辿跡の調杏によって長1こ郡家の様相が豊面に描けるようになった窪義は大きい。この地

における郡家の具体像が示せたことは、隣接する敷智郡家（伊場迫跡群）の構辿分析にも骰すると

ころがあり 、さらには辿江同府と／剖辺郡家、官術関連施設との複合的な検討によって、古代地力店

術のfi機[I()関辿が解明できる展望が「月けたといえる。今後の固辺地域における賓料裕積と、遠近双

方向の視点をふまえた総合化が求められよう c

［註］

,；t l 宮竹野院逍跡におげる LL立き建物は、部分的にL•L を lll いるような俯易な建造物の nf能竹がある

,J:2 笠）1迅跡群は長 I・./昴の範囲にあると捉えているが、古代の郡域についてはイく1リ1瞭な．点が多いため、加駈する郡につい

ては確定的でないまた、この辿蹄群を郡家と想定することは、郡域の広がりから考えても帷しい ’F'i定的ながら、郷

（里）に関連する施設と解釈しておきたい郡家から離れているり．地珀培が、fii祈的様村1を深めた一IA:Iとみることも，；↑

されよう

"l:3 時期が祈しい逍跡には'，1//ll硯の比't・¥が高くなる傾1111を品めてよい

"I:4 北家と呼ばれたい域には、初期荘園にかかわる施設がりii財していた11i能性も名えられるここでは、初期ii:I点1施設の

u)能性を含めて「郡家1彫l辿施，没」と捉えておきたい
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